
「市長と一緒にティータイム」対話概要 

 

団 体 名  千葉県立袖ヶ浦高等学校 

実施日時  令和７年８月５日（火）午前１０時～１１時４０分 

実施場所  市役所政策会議室 

出 席 者  袖ヶ浦高等学校 １６名（引率教員２名含む） 

      市       ３名 

テ ー マ  市政やまちづくりに関して高校生目線で考えたこと 

 

意見交換 

市長：袖ケ浦市の第一印象を教えてください。 

 

袖高・コンビニや病院など、生活に必要なものが近場に揃い、便利で快適です。 

  ・生まれてからずっと住んでいます。慣れ親しんだまちで快適です。 

  ・自然が多くあります。通学路にも桜などの花があります。 

  ・暮らしやすいです。発展し続けています。 

  ・教育に力を入れていて、小学生が挨拶をしてくれます。 

  ・治安がよく、親切な人が多いです。 

  ・自転車で通学していますが、途中に田んぼが多いです。 

  ・小さい子がたくさん遊ぶドイツ村のイメージが強いです。 

  ・身近に商業施設などが揃い、住みやすいです。 

  ・自然が豊かで、福王台の坂から見る夕日がきれいです。 

  ・下校で遅くなっても、街灯が明るいなど、安心できる「安心のまち」です。 

  ・国道沿いに店舗が多く、栄えていると感じます。 

  ・移動が楽です。道がきれいに舗装されていて歩きやすいと感じます。 

  ・人が温かく、自然が豊かです。散歩の際に温かく話しかけてくれますし、袖

ケ浦公園は自然が豊かで、ザリガニ釣りなどもできます。 

 

市長：まちづくりを一生懸命に進めているので、快適といってもらえると嬉しいで

す。花いっぱいのまちにするため、ドイツ村からユリの球根をいただき、７

月２６日に市民の皆さんへお配りしました。袖ケ浦公園は四季折々の花が咲

く公園で、市外からも多くの人が来て楽しんでいただける憩いの場です。移

動の話が出ましたが、皆さんは移動にバスを使うことはありますか。今は運

転手さんが不足し、バス路線の維持が難しくなっています。バスを利用すれ

ば、路線の維持に繋がりますので、暑い日や雨の日などには、ぜひ使ってく



ださい。 

 

市長：市の魅力を多くの方に伝えていきたいと思いますが、積極的に発信すること

が望ましいと思う袖ケ浦市の魅力を聞かせてください。 

 

袖高：はじめに、市長が考える魅力を教えてください。 

 

市長：子育て環境です。自分は袖ケ浦市で学び育ちましたが、市外に出ると袖ケ浦

市の良さが分かります。袖ケ浦市で学び育って良かったという環境作りをし

たいと思います。 

 

袖高・子育て環境だと思います。３人目の給食費が無償であることや、ガウランド

のプールが子どもの習い事として安価で、送迎バスもあり良いと思います。 

  ・外部からの交通アクセスの良さです。アクアラインの高速バスや電車などが

あり便利です。 

  ・高校生以下の医療費の助成や給食費の補助など、子育て関連の支援を充実さ

せ保護者負担を低くしているので、その点をＰＲするといいと思います。 

  ・景色や風景です。袖ケ浦公園の四季の移り変わりや袖高近くの神社からの景

色、坂からの景色も絶景なので発信するといいと思います。 

  ・緑のカーテンコンテストやペットボトルアートツリーなどＳＤＧｓに関連した

良い取組があります。 

 

市長：アクセスの良さで言いますと、アクアラインの高速バスを使うと羽田空港ま

で最短２２分です。羽田空港からは日本中どこへでも、また世界へもアクセ

スができることも袖ケ浦市の魅力です。また、袖ケ浦市のお勧めの景色があ

れば、皆さんからもＳＮＳで発信してください。 

 また、環境に関することは大切だと考え、６

月にはプラスチックのリサイクルについて市

民の皆さんに協力していただきモデル実証事

業を行うなど、研究しています。 

 

 

市長：ホームページ、LINE、Instagram などがありますが、市が情報発信をするのに、

何を使うと良いと思いますか。また、高校生の皆さんにお伝えするのは何が

良いと思いますか。 



袖高・YouTubeや Xを使います。 

  ・スマホですと調べる必要がありますが、駅などに掲示すると、目に入るので

見ます。 

  ・先日の津波注意報が出た際に、ラインを登録して利用しました。 

 

市長：生活安全メールや LINEは、緊急時に情報が行くので登録してください。 

 

 

市長：袖ケ浦市を知らない人に、袖ケ浦市はどのようなところか聞かれたら、どの

ような点を話しますか。 

 

袖高・ドイツ村などのレジャー施設と、交通が便利

な点です。 

  ・東京や神奈川が近くて、交通アクセスが良い

ところと、緑が多く落ち着いた雰囲気がある

ところです。 

  ・ゴルフ場があり、多くの人が訪れます。 

  ・御神輿や地域のイベントなど、伝統を大切にしながら新しいことを取り入れ

ています。 

  ・新しい保育所や老人ホームができて、福祉が充実しています。 

  ・道路が広い点です。 

 

市長：袖ケ浦市は僅かですが人口が増えています。交通利便性が良く通勤にも便利

で、子育て世代が移り住んでくれています。カメリアヒルズカントリークラ

ブでは女子プロゴルフの大会であるアースモンダミンカップ大会が毎年開

催され、小学生も見学させてもらっています。 

    また、待機児童を解消するため、保育所を増やしました。保護者の方が安

心して働くためには、お子さんを安心して預けられる場所が必要です。少子

高齢化が進む中、高齢者の方を支えるような施設も必要となっています。 

 

袖高：高校生からのお願いなのですが、若者が集まれる場所が欲しいです。木更津

にはイオンなどがありますが、袖ケ浦市にはありません。 

 

市長：大きな商業施設は人口の多いところにできます。袖ケ浦市では、ゆりまちに

ファミリーレストランなどができました。民間企業が袖ケ浦市に出店したい



と思うようなまちづくりをしていく必要があると考えています。商業施設で

はありませんが、市役所の南庁舎を人が集まれる場所にしています。Wi-Fi や

自習スペースもあり、９時まで開いているので学生さんたちにも利用され、

ちょっとした居場所になっています。市民の皆さんが交流する場所にしたい

と思っています。 

 

 

市長：袖ケ浦市のキャッチコピーを作るとしたら、どのようなものがありますか。 

 

袖高・都会の喧噪に疲れた方または便利な生活がしたい方、子育てなどがしたい方

是非袖ケ浦へお越しください 

  ・ちょうど良く遊べて住みやすいまち袖ケ浦 

  ・東京にも近い、自然にも近い袖ケ浦 

  ・どこからでも来られる どこへでも行ける袖ケ浦  

  ・行きやすいまち、住みやすいまち袖ケ浦 

  ・愛着をもってもらって、住み続けたいと思ってもらいたい 

  ・永住するなら袖ケ浦 

  ・都心に通う、心は袖ケ浦に泊まる 

  ・未来を育むまち袖ケ浦 

  ・自然に近く、暮らしやすいまち袖ケ浦 

  ・袖ケ浦のまちで作る青春 

  ・ともに未来を築くまち袖ケ浦 

  ・世界に繋がるまち袖ケ浦 

  ・都会に近く、自然にも近いまち袖ケ浦 

  ・自然も都市もどっちも選べるまち袖ケ浦 

  ・ふとシャッターを切りたくなる風景がここにある 

  ・このまちで未来を育てる 

  ・みんなのふるさと袖ケ浦 

 

市長：いろいろなキャッチコピーを考えてくださりありがとうございました。羽田

空港が近いのは魅力の一つですが、今後、圏央道が繋がれば成田空港も近く

なります。臨海部の企業も世界と繋がっており、色々な観点でも世界と繋が

っているまちだと言えます。普段からある景色は見慣れてしまうと発見がな

くなってしまいますが、皆さんの目線は新鮮ですし、色々な見方で袖ケ浦市

を見てくれているのだなと実感しました。 



袖高：転出者を減らせば人口は増え、生産年齢人口も

増え、もっといいまちになります。そのためには、若

者が住み続けたいまちにすることが必要です。 

 

市長：人口の増減は、自然増減と社会増減を計算して

出しますが、転出で多いのは、進学などライフステー

ジの変化に応じたものです。学生の時に他のまちに

移り住んだ方にも袖ケ浦市に戻ってきてもらいたいと思います。 

 

袖高：富津市は高速バスの通学定期の補助をしていますが、袖ケ浦市はどうですか。 

 

市長：富津市と袖ケ浦市では通学に係る所要時間に３０分程度の差があり、その差

を埋めるための補助だと思いますが、袖ケ浦市では別の部分で支える方法を

考えた方がいいと思っています。 

 

袖高：戻って来たいとまちだと思っ

てもらうためには、子育てな

どに力を入れていることを学

生にもアピールしたらいいと

思います。 

 

市長：どのように皆さんにお知らせ

するかが難しいところです。広報紙も出していますが、プッシュ型の情報発

信ツールである SNS も活用しています。 

 

袖高：チョイソコがうらは、利用当日１時間前までに予約をする必要がありますが、

より便利になるよう、予約方法を改善する考えはありますか。 

 

市長：チョイソコがうらは、バスとタクシーの中間に位置するものであり、公共交

通を補完する役割を担っています。公共交通の運行を維持するため、通勤・

通学の時間帯は、大量輸送が可能なバスの運行を優先し、チョイソコがうら

の運行時間は９時から１７時までとしています。また、利用の際には、事前

に予約をして、所定の停留所で乗降していただきますので、タクシーのよう

に、電話するとすぐ来て、自宅前から目的地までスムーズに移動できるサー

ビスとは異なります。 



    最近では、利用者が増え、小学生や皆さんの年代の方にも使われています。

７月にエリア間の乗り継ぎを廃止し、１０月には車両を１台増やす予定です

ので、予約が取りやすくなり、一層使いやすくなると考えています。 

    これからも、皆さんの意見を聞きながら、様々な移動手段のあり方を考え

て行きます。 

 

袖高：人との交流が好きなのですが、近隣の人と交流を図れるようなイベントはあ

りますか。 

 

市長：そでがうらまつりや、フラワーラインの植栽ボランティア、ゴミ拾いなどが

あります。また、市の計画を策定するのにあたり、若い年代の方に意見を求

めるワークショップを開く予定もあります。 

 

市長：袖ケ浦駅北側にはきれいなまちができましたので、それに続くまちづくりを

していきたいと考えています。また、自然は豊かですが農業従事者が減って

いるので、農業の振興も必要ですし、公共施設の維持・更新など、進めるこ

とはたくさんあります。まちづくりは何年もかけて実現していくものですの

で、今後、皆さんの思いを実現していきたいと思います。 

    本日はありがとうございました。 

 


